
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

６月 

令和７年５月３０日 

横浜市立金沢小学校 

校長 保科 優子 

第 1回 学校運営協議会だより 

学校運営協議会とは、地域・保護者の皆様と学校が目標を共有し、一定の権限と責任をもって学校運営に参

加する仕組みです。協議会では、学校運営やそれに必要な支援に関する教育活動について話し合います。 

５月１５日（木）に第１回目を行い、子どもたちの様子や学校運営方針をお伝えしました。２回目は、６月の土曜

授業参観日に行い、授業の様子を見てご意見をいただきます。金沢小学校の子どもたちの育ちや学びについて

共に考える機会になれば幸いです。 

今年度の学校運営協議会委員の皆様をご紹介させていただきます。 一年間よろしくお願いいたします。 

 

会 長 津田 富行  （金沢区連合町内会 会長） 副会長 久保田 真由美 （主任児童委員） 

 小林 淑高 （平潟南部町内会 会長）  花形 三代司 （洲崎町内会 会長） 

 油原 貞治 （PTA 会長）  池口 絹代  (学校・地域コーディネーター） 

 坂本 昌彦 （金沢小学校 元校長）    鈴木 薫 （金沢中学校 校長） 

 

子どもが主役 

学校長 保科 優子 

今年度も、子どもたちは全力でスポーツフェスタに取り組みました。自分たちはどんなスポフェ

スにしたいのかということについて、6年生は練習が始まるころに話合いをしたようです。「歴史

を超える」「心に残る」「オーラが出る」そんなソーラン節にしたい。そのためには全力で取り組

み、みんなで協力すること、そしてなによりもみんなで楽しむことが大切。みんなで話し合い出て

きた言葉が６年生の教室に上がる途中に貼られていました。練習に取り組む姿はその言葉どおり、

常に全力でした。校長室にまでその気迫が伝わり、思わず練習を見に行ったほどです。6年生のそ

の気迫は、他学年にも、そして我々教職員にも届きました。今年度は今まで以上に子どもたちが、

自分の思いからつくり上げたスポフェスだったように思います。限られた時間のなかでの練習で

したが限られた時間のなかだからこそ、例年以上に子どもたちが主役となり頑張っていました。子

どもたちの頑張りを温かく応援していただき本当にありがとうございました。 

また、今年度は、潮干狩りをやるのに適した潮目ということでスポフェス終了後、すぐにマリン

フェスタを行うというタイトなスケジュールになりました。こちらも 5、6年生が中心となり下学

年を上手にリードしながら楽しく活動できました。 

5 月は大きな行事が続き、忙しい一か月になりましたが、子どもたちが自分ごととして取り組み

まさに「「子どもが主役」になっていたように思います。ここまで子どもたちが頑張れたのは、常に

保護者「 地域の皆様が温かく見守り、応援してくださったからこそです。ありがとうございました。 

 


